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「都上りの歌」アシュレークラスの学びから          
聖書は新改訳 2017から引用しています 

●ベレーシート 

「苦しみ(ツァーラー：hr:x;)のうちに私が主を呼び求めると、主は私に答えてくださった」 

これは「都上りの歌」と呼ばれる詩篇 120篇 1節のみことばです。昨年、私は「苦しみ」という意味のヘブル語「ツァーラー：hr:x;」のミ

ドゥラーシュをしました。ミドゥラーシュをする時はいつも選んだ語彙について、アシュレークラスで学んだところを確認するのですが、一

年前に学んだ「都上りの歌」詩篇 120篇冒頭にある「ツァーラー：hr:x;」を見落としていたことに発表の直前に気づきました。素晴らしい

学びだっただけに残念に思いましたが、今回この機会が与えられましたので、「都上りの歌」を通して見えてくる神様のご計画を 120 篇と

121篇のアシュレークラスの学びから、みなさんと分かち合いたいと思います。 

 

●表題について 

120篇の本文に入る前に、「都上りの歌」という表題について少しだけ触れたいと思います。 



2 
 

詩篇 120篇から 134篇にはすべて「都上りの歌」という表題がついています。ヘブル語では「シール ハンマアロート：t/l[}M'h' ryvi」

です。「シール：ryvi」は「歌」、「ハンマアロート：t/l[}M'h'」は「上る」を意味する「アーラー：hl;[;」の名詞「マアラー：hl;[}m'」に

冠詞「ハ：h'」がつくことで「ある特定の上り＝巡礼」を啓示します。語尾は「ト」(t)とあり、複数形です。つまり、数々の巡礼の歌がま

とめて納められたのが「シール・ハンマアロート：t/l[}M'h' ryvi」です。 

 

さて、イェシュアが「聖書はわたしについて証ししている」と言われた通り、詩篇もイェシュアを証しし、イェシュアによって成し遂げられ

る神様のご計画を示す預言書として読みます。「都上りの歌」は特に終わりのことが語られています。 

ですから、「都上りの歌」の「都」とは究極的にはメシア王国の中心となる「エルサレム」「シオン」のことで、再臨のイェシュアが王として

臨在する場所ということです。 

 

「ハンマアロート」の語源の動詞「アーラー：hl;[;」は「上る、献げる、帰還する、反芻する」という意味があります。そして、「アーラー：
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hl;[;」の名詞「オーラー：hl;[o」は「全焼のささげ物」を意味します。ですから、「アーラー：hl;[;」という語彙は、昼も夜もみことばを

「反芻していた」、また全人類の贖いのために「全焼のささげ物」となってくださったイェシュアを指し示しているのです。 

イェシュアは十字架にかかるためにエルサレムに上り「アーラー：hl;[;」、全焼のささげ物「オーラー：hl;[o」となってくださいました。

「都上りの歌」とはただ上っていくだけでなく、自らを全焼のささげ物として神に献げるという行為も含んだ歌です。イェシュアによって贖

われた者たち、イェシュアによって自らを全焼のささげ物とする者たちが都に上っていくことを歌った巡礼の歌なのです。以上のようなこと

を覚えながら、120篇本文に入っていきましょう。 

 

●詩篇 120篇 都上りの歌 

1 苦しみのうちに私が主を呼び求めると 主は私に答えてくださった。 

2 主よ 私のたましいを 偽りの唇 欺きの舌から救い出してください。 

3 欺きの舌よ おまえに何が与えられ おまえに何が加えられるだろうか。 

4 勇士の鋭い矢 そして えにしだの炭火だ。 
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5 ああ 嘆かわしいこの身よ。メシェクに寄留し ケダルの天幕に身を寄せるとは。 

6 この身は 平和を憎む者とともにあって久しい。 

7 私が平和を──と語りかければ 彼らは戦いを求めるのだ。 

 

●この詩篇の主人公である「私」とは？(１節) 

 苦しみ「ツァーラー：hr:x;」のうちに私が主を呼び求めると 主は私に答えてくださった。 

この「私」とはだれでしょうか。ツァーラーが聖書で初めて登場する創世記の箇所を見てみましょう。 

 

創世記 35章１～４節 

1 神はヤコブに仰せられた。「立って、ベテルに上り、そこに住みなさい。そしてそこに、あなたが兄エサウから逃れたとき、あなたに現れ

た神のために祭壇を築きなさい。」 

2 それで、ヤコブは自分の家族と、自分と一緒にいるすべての者に言った。「あなたがたの中にある異国の神々を取り除き、身をきよめ、衣
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を着替えなさい。 

3 私たちは立って（ナークーマー：hm;Wqn:）、ベテルに上って（ナアレ：hl,[}n}）行こう。私はそこに、苦難「ツァーラー：hr:x;」の日に

私に答え、私が歩んだ道でともにいてくださった神に、祭壇を築こう。」 

4 彼らは、手にしていたすべての異国の神々と、耳につけていた耳輪をヤコブに渡した。ヤコブはそれらを、シェケムの近くにある樫の木の

下に埋めた。 

３節の「苦難の日に私に答え」は「苦しみのうちに私が主を呼び求めると主は私に答えてくださった。」と同じ内容であることがわかります。

そして、「立って」は復活を意味する「クーム：!Wq」、「ベテルに上る」の「上る」は「アーラー：hl;[;」、そして、祭壇を築くのは全焼の

ささげ物「オーラー：hl;[o」を献げるためです。ここには「都上り」が預言的に啓示されています。 

ベテルとは、かつて兄エサウから逃れる途中、天から地に立てられた梯子を見たヤコブに主が現れた場所です。ヤコブがその場所をベテルと

名付けました。それは神と人がともに住む家であり、それを実現する存在が「インマヌエル」と呼ばれるイェシュアです。インマヌエルが実

現するために、ヤコブは苦しみを通ることが定められているのです。「苦しみのうちに私が主に呼び求めると主は私に答えてくださった」と

は、「インマヌエル、すなわち神と人がともに住むことが実現した」ということなのです。 
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このように、1節で主を呼び求めている「私」は苦しみを通って都に上っていくヤコブの子孫、すなわちイスラエルの残りの者であることが

わかります。 

そして、この一節「苦しみのうちに私が主を呼び求めると、主は私に答えてくださった」は都上りの歌全体の結論でもあるのです。 

 

●イスラエルの苦しみについて 

ここで、イスラエルの苦しみについて見ていきます。 

イスラエルの歴史には４つの苦難と解放があります。しかもその「苦難」は増し加わっていきます。 

神様はイスラエルを、エジプトでの 400年という第一の苦難から贖い出した後、イスラエルの民に対して「あなたがたはわたしの宝となり、

祭司の王国、聖なる国民となる」という約束をしました。ただし、「もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るな

ら」という条件付きです(出エジプト 19ː5,6)。この条件は霊によって生きる時に初めて可能になることで、この時はまだ隠されていました

から、彼らにこの条件を満たすことはできませんでした。イスラエルはこの後、金の子牛を作ったことに始まるその頑なさゆえに 40年の荒

野の旅を余儀なくされ、約束の地に入ってからも偶像から離れることはできませんでした。その結果、第二の苦難、バビロン捕囚という神様
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のさばきを受けます。 

バビロンから解放され、エルサレムに戻ってきたイスラエルの民は第二神殿を建てます。バビロン捕囚の間に彼らはみことばに立ち返り、こ

の時から目に見える偶像を拝むことはなくなりましたが、立ち返ったはずのみことばが罪と死のトーラーとなってしまうことで今度は内側

の偶像が立ち上がり、神殿ユダヤ教、律法主義というストイケイアを作り出します。その結果が第三の苦難です。ローマによるエルサレム陥

落を機にユダヤ人は世界に散らされました。  

世界離散した民族ががもう一度集められるなど普通は考えられないことですが、1948年に神様は約束の地にイスラエル国家を誕生させまし

た。そして、現在は世界じゅうからユダヤ人がイスラエルに集まってきています。こうして集まってきた者たちが第四の苦難を迎えます。 

第四の苦難についてはダニエル書とエレミヤ書から見てみましょう。 

ダニエル書 12章 1節 

その時、あなたの国の人々を守る大いなる君ミカエルが立ち上がる。 

国が始まって以来その時まで、かつてなかったほどの苦難の時が来る。 

しかしその時、あなたの民で、あの書に記されている者はみな救われる。 
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「あの書に記されている者」が「イスラエルの残りの者」と呼ばれる真のイスラエルです。各部族から 12000人ずつ、12部族すべてから集

められる（黙示録 7ː4~8）ので、パウロは「こうしてイスラエルはみな救われるのです(ローマ 11ː26)」と言っています。しかし、実際に

救われるのはユダヤ人の三分の一であることがゼカリヤ書に記されています（ゼカリヤ書 13ː8,9）。 

エレミヤ書 30章 7節 

わざわいだ。実にその日は大いなる日、比べようもない日。 

それはヤコブには苦難の時。だが、彼はそこから救われる。 

「ヤコブの苦難」とは、神の選びの民であるイスラエルに対する神の怒りです。それは、再び彼らを神のものとするための最後の試練です。

キリストの花嫁である教会に対する神の怒りはすでに十字架の上にあります。従ってキリストの花嫁に苦しみを与える理由はありません。キ

リストにある者も「世にあっては苦難があります(ヨハネ 16:33)」とありますが、ここで問題となっているのは、そのような一般的な苦難と

は異なり、これまでにない未曾有の神のさばきとしての大患難のことであり、その目的も、神の選びの民イスラエルに対する最後のあわれみ

の時としての精錬的試練なのです。そのようにして神の民イスラエルは真の悔い改めに導かれ、イェシュアをメシアと信じる者として立ち上

がって、神と人がともに住むメシア王国に迎え入れられるのです。 
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詩篇 120篇 1節、ダニエル書 12章 1節、エレミヤ 30章 7節の「苦難」はいずれも「ツァーラー：hr:x;」で、その語根は「ツァル：rx'」

です。イェシュアもイスラエルが通る大患難について、次のように預言しています。 

マタイの福音書 7章 13～14節 

13狭い門から入りなさい。滅びに至る門は大きく、 

その道は広く、そこから入って行く者が多いのです。 

14いのちに至る門はなんと狭く、その道もなんと細いことでしょう。そして、それを見出す者はわずかです。 

ここで言われている「狭い」のヘブル語は「ツァル：rx'」です。つまり、単に狭いということではなく「苦難」を意味する語彙です。「狭い

門から入りなさい」とは「苦難を通っていのちに至るイスラエルの残りの者」に対してイェシュアが預言的に励ましていることばなのです。 

 

●イスラエルに苦しみをもたらすものとは (2節) 

イスラエルの四つの苦難はそれぞれ、エジプト、バビロン、ローマ、そして反キリストによるものです。この世には常に反ユダヤ主義が存在

します。 
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ノアの子ハムの子孫、イシュマエルの子孫、エサウの子孫は反ユダヤ主義の流れであり、歴史の中で常にイスラエルを苦しめてきました。現

在もイスラエルは敵対する国々に囲まれており、反ユダヤ主義は世界中でますます力を増しているように見えます。 

しかし、イスラエルを苦しめるものはそれだけではないのです。2節を見てみましょう。 

2 主よ 私のたましいを 偽りの唇 欺きの舌から救い出してください。 

「偽りの唇、欺きの舌から救い出してください」と祈っていますが、唇や舌について聖書は何と言っているでしょうか。 

ヤコブの手紙には「舌は休むことのない悪であり、死の毒で満ちています(３ː８)」とあり、またローマ書には次のようにあります。 

ローマ人への手紙 3章 10、11，13、14、17節 

10 次のように書いてあるとおりです。「義人はいない。一人もいない。 

11 悟る者はいない。神を求める者はいない。・・・ 

13 「彼らの喉は開いた墓。彼らはその舌で欺く。」「彼らの唇の下にはまむしの毒がある。」 

14 「彼らの口は、呪いと苦みに満ちている。」・・・ 

17 ・・・彼らは平和の道を知らない。」 
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ここで語られているのは外側からだけでなく、自分も含めて、欺きの唇、偽りの舌に取り囲まれている苦しみです。それは内側からくるたま

しいの苦しみです。誰一人平和の道を知らないのです。 

これはいつの時代にも言えることですが、一層闇が深くなると考えられる大患難の中、イスラエルにも外側からのこのような苦しみだけでな

く、たましいの苦しみがあることがわかります。それは反キリストをメシアと信じ込んでしまった、内側のストイケイアから来る苦しみです。

それは「巧妙な偽りの教え」、「パン種の教え」です。その中から助けを求めるイスラエルに主はどのように答えられるのでしょうか。 

 

●イスラエルを苦しみから救い出すもの (3～4節) 

続く 3節 4節には次のようにあります。 

3 欺きの舌よ おまえに何が与えられおまえに何が加えられるだろうか。 

4 勇士の鋭い矢 そしてえにしだの炭火だ 

「勇士の鋭い矢」(ヒッツェー ギッボール シェヌーニーム：!ynIWnv] r/BgI yXeji)と、えにしだの「炭火」(ガハレー ヴェターミ 
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ム：!ymit;w9 ylej}G")とは何を意味するのでしょうか。 

「矢」(ヘーツ：$je)について、イザヤ書 49章２節には次のようにあります。 

主は私の口を鋭い剣のようにし、御手の陰に私をかくまい、 

私を研ぎ澄まされた矢($je)とし、主の矢筒の中に私を隠された。 

「主」は御父、そして、「私」は神のしもべとしての御子イェシュアです。ここは同義的パラレリズムで記されており、「主は私の口を鋭い剣

のようにし」と「私を研ぎ澄まされた矢とし」は同義です。ですから、「剣」も「矢」も「私の口、すなわちイェシュアのことば」を意味す

ることがわかります。 

詩篇 18篇を見ると「炭火」(ガヘレット：tl,j,G")も神の口から出る御声の表象で、神のことばを意味します。 

詩篇 18篇 

8 煙は鼻から立ち上りその口から出る火は貪り食い 炭火(ゲハーリーム：!ylij;G,)は主から燃え上がった。 

12 御前の輝きから密雲を突き抜けて来たもの。それは雹と燃える炭。 

13 主は天に雷鳴を響かせ いと高き方は御声を発せられた。 雹そして燃える炭。 
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このように、欺きの舌、偽りの唇に対抗するのは神のことば、すなわち、霊でありいのちであるイェシュアのことばなのです。まさにイェシ

ュアの教えこそが「リビング・トーラー」です。それは敵から発せられる偽りや欺きを打ち倒します。そして神の民、イスラエルもまた主の

放つ矢によってのみ、舌と唇の偽りの教えによる内側のストイケイアから救い出されるのです。終わりの日、イスラエルの残りの者に注がれ

る「恵みと嘆願の霊」とは、イェシュアの「霊でありいのちのことば」であることがわかります。パウロが突然天からの光に捉えられてイェ

シュアの声を聞いたように、神に背き続けてきたイスラエルの残りの者もイェシュアの御声を直接聞くのでしょうか。 

このように救い出され、目が開かれるイスラエルの残りの者は、パウロのように旧約聖書を知り尽くしていると思われますから、イェシュア

という鍵が入った時に、聖書が一気に開かれて、短い時間で神様のご計画を深く悟ることでしょう。そして、歴史が始まって以来絶えずユダ

ヤ人を苦しめてきた異邦人に、御国の福音を伝えるという、王なる祭司の働きをしていくのです。 

神様は、それまでずっと神様に背き続けてきただけでなく、終わりの日には反キリストをメシアと信じてしまう頑ななイスラエルを真の悔い

改めに導くために、外側の苦しみだけでなく内側から来る苦しみをも通らせて神を呼び求めさせました。その結果、「主は答えてくださった」

のです。これが「都上りの歌」の結論であり、シャーローム、すなわち、ご計画の完成です。 

しかし、そのシャーロームがいかに難しいことか、次の５節からに記されています。 
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●嘆き (5～7節) 

5 ああ嘆かわしいこの身よ。 

メシェクに寄留し ケダルの天幕に身を寄せるとは。 

6 この身は平和を憎む者とともにあって久しい。 

7 私が平和(シャーローム：!/lv;)を──と語りかければ彼らは戦いを求めるのだ。 

ここには異教の地に居住することになり、悲惨な運命を味わうイスラエルの姿が記されています。アッシリヤやバビロン捕囚、そして世界離

散している「私」、反キリストによる大患難の中の「私」がイスラエルの歴史を通して重層的に語られています。「私が平和を求めても、彼ら

は戦いを求めるのだ」という人間の力ではどうにもならない嘆きをもって 120篇は終わっています。「私」であるイスラエルの残りの者のこ

の苦しみは、王なる祭司とされてもなお、メシア王国に入るまで続きます。シャーロームは再臨のイェシュアによってしか成し遂げられない

からです。「都上り」とはこの、シャーロームを求める歩みなのです。120篇は嘆きで終わっていますが、121篇はどのように展開していく

でしょうか。 
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●詩篇 121篇 都上りの歌 

この 121 篇は私も含めて、おそらく多くの人が自分を励ますために読んできたと思われる有名な詩篇ですが、引き続きイェシュアを証しす

る預言書として読んでいきましょう。 

詩篇 121篇 都上りの歌 

1 私は山に向かって目を上げる。私の助けは どこから来るのか。 

2 私の助けは主から来る。天地を造られたお方から。 

3主は あなたの足をよろけさせず あなたを守る方は まどろむこともない。 

4 見よ イスラエルを守る方は まどろむこともなく 眠ることもない。 

5 主はあなたを守る方。主はあなたの右手をおおう陰。 

6 昼も 日があなたを打つことはなく 夜も 月があなたを打つことはない。 

7 主は すべてのわざわいからあなたを守り あなたのたましいを守られる。 

8主はあなたを 行くにも帰るにも 今よりとこしえまでも守られる。 
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120篇冒頭の苦しみに対してはすでに答えられていますが、しかし、いまだなのです。なぜなら、平和を求めても平和を憎む者たちが戦いを

求めてくるからです。 

121篇の「私」は助けを求めています。これは苦しみの中にある助けです。そして、3節からはその「助け」を支える「守る」が 6回、「陰」

という語彙も一回使われており、神様の守りが絶大であることが語られています。 

 

●「私」とは？「あなた」と呼びかけている者は？ 

「私」とは、そして、この「私」に対して「あなた」と呼びかけているのは誰でしょうか。 

「私」は山に向かって目を上げています。そして、「私」は自分の助けは「天地を造られたお方」から来ることを告白しています。 

「私」が目を上げている山は複数形で、イスラエルの山々を指します。その山々の中に聖なる山であるエルサレムがあり、そこは神と人がと

もに住む神殿の本体である、「聖なる都、新しいエルサレム」の写しです。そこには神様のご計画、シナリオがあります。「私」はそこに目を

上げているのです。 
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ここで、ヘブル語の「目」を意味する「アイン：@yI['」という語彙を調べてみましょう。「アイン：@yI['」は 3つの文字からなっています。最

初の文字は「目、見る」を意味するアイン「[」、次に神の御手を意味するヨード「y」、最後は定めを意味するヌーン・ソフィート「@」です。

つまり、神の御手によってなされる神の定め(ご計画)を見る目、それがヘブル語の目「アイン：@yI['」の意味するところです。 

 

この目を持つのは、神のあわれみの霊である恵みと嘆願の霊によって見えるようになったイスラエルの残りの者しかいません。その彼らが自

分たちの助けは「天地を造られたお方」から来ると言っています。「天地を造られたお方」とは、この世界を創造したお方ということではあ

りません。創世記一章一節を思い出してください。「はじめに神は天と地を創造した」とは、「死からよみがえられた初穂であるイェシュアに

よって、神様は神と人がともに住む神殿を再創造した」という意味であることを学びました。彼らは信仰の目を持って、自分たちの助けは「神

と人がともに住む神殿を造るお方」から来ることを告白しているのです。 

 

そして、3節からはこのように告白するイスラエルの残りの者に「あなた」と呼びかけて励ます者がいます。彼らが絶対に守られることを確

証することのできる存在です。「天地を造られたお方は眠ることなく、あなたを完全に守り抜きますよ」と宣言しています。これを語ってい
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るのは人称なき存在、聖霊です。聖霊はイェシュアを証しする存在なのです。 

 

●「私の助け」を支える神の守りとは 

120篇の「私」が救い出してほしいと祈ったのは偽りの唇、欺きの舌からでした。彼らが置かれている獣が支配する世界は偽りに満ちた、闇

の世界です。その闇が外側だけでなく、自分の内にも存在する世界です。イスラエルの残りの者は王なる祭司とされましたが、御霊のからだ

に変えられていませんから、肉の弱さを持っています。彼らを囲む闇の世界から救い出す真の助けがあるのか、という問いかけが 121 篇の

問いかけなのです。その問いかけに「私の助けは天地を造られたお方から来る」と自ら答えたイスラエル残りの者ですが、このお方が具体的

にどのように彼らを守られるのかを人称なき存在が説明し、励ましています。6節と 8節から、そのことを見てみましょう。 

 

6 昼も日があなたを打つことはなく 夜も月があなたを打つことはない。 

この箇所はヘブル的ルーツがなければその真意を理解することは難しいです。「日」(ハッシェメシュ：vm,V,h')とはエジプトの太陽の神(エ
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レミヤ 43ː13)、「月」(ヤーレーアッハ：j"rEy:ַ )とはバビロンの神を意味します。これは 2001年に銘形先生がメシアニック・ジューから直

接教えられたこととして、講義の中で教えて下さいました。「打つ」と訳された「ナーハー：hk;n: 」は「殺す」という意味で、ここでは「ロ
ー・ヤッケッカー：hK;K,y"Aalo」「決して打つことはない」、「太陽の神も月の神も決してあなたを殺すことはない」と、強く否定されている

のです。エジプトは南、バビロンは北の国ですから、北から南まで、すなわち全世界を意味します。全世界に散っている者たちが集められる

時に、異教の神とそれを信じるものから守られて、決して死ぬことなく、都に到着するというメッセージが浮かび上がってきます。イスラエ

ルの残りの者は、反キリストも含めてあらゆる偶像から守られて王なる祭司としての務めを果たすのです。額には神の印がつけられて、その

印がつけられた者たちは決して死ぬことがないのです(黙示録 7ː3、9ː4)。 

 

預言者イザヤは当時の捕囚の民に対して、偶像の神を頼っている国はやがて滅びていくこと、「天地を造られた方」こそ、すべての助けの源

泉であり、どんな状況からも回復することのできるお方として語りましたが、これはそのまま終わりの日のことでもあります。 

イザヤ書 42章 5節 

天を造り、これを引き延べ、地とその産物を押し広め、その(＝地)上の民に息を与え、 
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この(＝地)上を歩む者に霊を授けた神なる主はこう仰せられる。 

イザヤ書 43章 1～2節 

1 だが、今、ヤコブよ。あなたを造り出した方、主はこう仰せられる。イスラエルよ。あなたを形作った方、主はこう仰せられる。 

2 あなたが水の中を過ぎるときも、わたしは、あなたとともにいる。 

川を渡るときも、あなたは押し流されず、火の中を歩いても、あなたは焼かれず、炎はあなたに燃えつかない。 

「水の中をすぎるときも・・・川を渡るときも」とはやがて獣と呼ばれる反キリストが全世界から反ユダヤ主義の軍勢を集めて、エルサレム

を攻めて来ることをたとえており、「あなたは押し流されず」として、イスラエルの残りの者が必ず守られることを預言しています。実際、

彼らは二つの翼によってボツラに運ばれ、守られることが黙示録に記されています(黙示録 12ː13~16)。 

 

また、エレミヤもイスラエルの残りの者があらゆることから守られることを次のように預言しています。 

エレミヤ書 31章 8、10節 

8 見よ。わたしは彼らを北の国から連れ出し、地の果てから彼らを集める。その中には、目の見えない者も足の萎えた者も、身ごもった女も
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臨月を迎えた女も、ともにいる。彼らは大集団をなして、ここに帰る。 

10 諸国の民よ、主のことばを聞け。遠くの島々に告げ知らせよ。「イスラエルを散らした方がこれを集め、牧者が群れを飼うように、これを

守られる」と。 

エレミヤ書 32章 37～38節 

37 「見よ。わたしは、かつてわたしが怒りと憤りと激怒をもって 

彼らを散らしたすべての国々から、彼らを集めてこの場所に帰らせ、安らかに住まわせる。 

38 彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。 

「彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。」というところに「守り」の成就が表されています。 

 

次は 121篇の最後の節です。 

8主はあなたを行くにも帰るにも 今よりとこしえまでも守られる。 
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「行くにも帰るにも」は「行く」(ヤーツァー：hx;y:)と「帰る」(ボー：a/B)という語彙で、「出入り」とも訳される特殊なヘブル的表現で、

神の働き、すなわち祭司の務めを意味します(申命記 31ː2)。イスラエルの残りの者は、大患難の中で数え切れないほど大勢の異邦人に御国

の福音を伝えるという、王なる祭司の務めを果たすために、とこしえまでも神様によって必ず守られるのです。 

 

121篇 3節から 8節まで 6回も「守られる、守られる」と繰り返し語られているのは、イスラエルの残りの者は神様によって守られるしか

ない、弱い存在であるということもできるのではないでしょうか。この「守る」はすべてヘブル語の「シャーマル：rm'v;」で、初出箇所は 

創世記 2章 15節 神である主は人を連れて来て、エデンの園に置き、そこを耕させ「アーヴダーハ：Hd:b][:」、また守らせた「シャームラ

ーハ：Hr:m]v;」。です。 

神様が人を造ってエデンの園に置いたのは、耕し「アーヴァド：db'[:」、守る「シャーマル：rm'v;」という王なる祭司の働きをさせるため

でした。イスラエルの残りの者が大患難の中でこの、王なる祭司の働きをするために、神様はこんなにも手厚く、彼らを守って「rm'v;」お

られるのです。 

そこには神様の「神と人がともに住む神殿」を建てたいという強い思いがあります。そしてその神殿とはメシア王国にほかなりません。 
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メシア王国は「見よ。なんという幸せなんという楽しさだろう。兄弟たちが一つになってともに生きることは(詩篇 133：１)。」という世界

です。そこでは神よって贖われたすべての者が集合して、兄弟姉妹としてともに住むということが実現します。御国に入る者はただ主のあわ

れみによって集められる者ですから、主にある真理を完全な一致のもとに共有し、ともに喜ぶことができる、爆発的な喜びにあふれた世界で

す。私たち教会もそれに参画します。そういう時代が必ず来ます。それが都上りの完成の時であり、神様のご計画であり、みこころ、喜び、

目的なのです。 

 

●ベアハリート 

神と人がともに住む神殿を建てることが神様の究極の願いであることが都上りの歌にも強く表されていました。その神様の目的のためにす

でに王なる祭司として召されている私たちにもまた、イスラエルの残りの者と同じように神様の確かな守りがあることを覚えたいと思いま

す。私たちは神様のこの切なる願いを共有し、シェーム・イェシュアを呼び求めつつ、ともにこの都を目指して歩んでいきたいと思います。 

                       

                       2026.1.28   木曜 AC 村上京子 


